






















































































































































































































































































































































































































































































































































からおよそ十劫も昔のことです。 （ 『註釈版聖典』一一〜二八頁参照） （一七二〜一七三）















































































































































































































































































































































































んと欲して、乃至十念せんに、もし生ぜずといはば、正覚を取らじ」 （第十八願）と。 （ 七祖篇』一二〇一〜一二〇二）
とあるのがそれである。　
それ
を承けた親鸞は、 阿弥陀仏の四十八願の中、 第十八願に基づいて打ち立てられた念仏往生の法義を、 第十七願 ・
第十八願・第十一願・第十二願・第十三願の真実五願に開き示した。これを一願建立に対して 五願開示という。つまり、まとめれば第十八願、開けば真実五願となるのである。第十八願文に真実五 を当てはめれば、 「至心信楽欲生我国」が第十八願、 「乃至十念」が第十七願、 「若不生者」が 一 、 「不取正覚」が第十二・十三願となる。　
また
親鸞は、 『教行信証』 の各巻の標挙に願名を挙げている。 「教巻」には 『大無量寿経』と経典を挙げているが、 「行



























































樹林下の往生を離る。善本徳本の真門に回入して、ひとへに難思往生の心を発しき。しかるに、いまことに方便の真門を出でて、選択の願海に転入せり。すみやかに難思往生の心を離れて、難思議往生を遂げんと欲す。果遂の誓（第二十願） 、まことに由あるかな （ 『註釈版聖典』四一三）





























































































































































弥陀仏のすべての人を必ず救うという願い」の とです。ただし、ただ願っているだけではなく、願いを実現する力・はたらきを持っているの 「本願力」とも言います。親鸞聖人は、 「
他力といふは如来（阿弥陀仏）
の本願力なり
」 （ 『教行信証』 『註釈版聖典』一九〇頁）と示してくださっています。つまり、 「他力本願」とは、 「阿












































































































































人（法然）の仰せごとにてありき。義といふことは、はからふことばなり。行者のはからひは自力なれば義といふなり。他力は本願 信楽して往生必定なるゆゑに、さらに義なしとなり。 （ 『註釈版聖典』七四六）
































































































































































いた生き方をしている私が、 阿弥陀仏 はたらきに出遇うことによって 自らの愚かさに気づかされると同時に、少しずつではあるけれど、真実の生き方へと方向転換されていくような生き方なのです。 （一七七）
とあるのがそれである。小結　
以上
、 「本願」について述べてきたが、高校生が耳にする単語としては、 「本願」ではなく、 「他力本願」の方が多
14












ありがとうの念仏を称える」と単純に受け取 号のはたらきは南無阿弥陀仏の念仏となって私に届くにも関わらず、 「何も受け取っていな のに念仏する意味がわからない、念仏する気になれない」 りかねない。南無阿弥陀仏と念仏する ころに、名号の徳も称名報恩の意も明らかになる である。よって、 「名号→信心→称名（念仏） 」
宗教教育考 ─浄土真宗の教義とその表現方法について─（二）
15














































































































行なり。この義をもつてのゆゑにかならず往生を得。 （ 『七祖篇』三二五・ 『註釈版聖典』一六九） （ 「行巻」引用）













































説の字は、 ［税の音なり。悦税二つの音は告なり、 述なり、 人の意を宣述するなり。 ］命の言は、 ［業なり、 招引なり、使なり、 教なり、 道なり、 信なり、 計なり、 召 。 ］ここをもつて
帰命は本願招喚の勅命なり
。発願回向といふは、
如来すでに発願して衆生の行を回施したまふの心なり。即是其行といふは、すなはち選択本願これなり。必得往生といふは、不退の位に至ることを獲ることを彰す 『経』 （大経）には「即得」といへ 、釈（易行品）には「必定」といへり。 「即」 言は願力を聞くによりて報土の真因決定する時剋 極促を光闡するなり。 「必」の言は［審なり、然 分極なり、 ］金剛心成就の貌な 。 （ 『註釈版聖典』一七〇）































尊の召しにしたがうて安楽浄土に生れんとねが こころなりとのたまへる 「言阿弥陀仏者」と申すは、 「即是其行」となり、即是其行はこれすなはち法蔵菩薩の選択本願なりとしるべしとなり、安養浄土の正定の業因
宗教教育考 ─浄土真宗の教義とその表現方法について─（二）
17

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































とあるのがそれである。なぜ称名が報恩になるかということについて、 「仏さまの願いにかなった行為だからです」と述べている 、もう少し教義的に述べれば、仏徳讃嘆の徳と常行大悲の徳を備えているからであると言える。仏徳を讃嘆するところに、その仏徳が衆生に届き衆生を教化するのである 煩悩具足の凡夫が、本当の意味で仏徳を讃嘆することは難しい 『尊号真像銘文』に、　　

































、 名号→信心→称名 （念仏） という形で なく、 念仏の二つの側面として、 従来、 名号の徳として説 ていた面 （喚















理解させる為に、どのような表現方法が適切か検討してみたが、一つのポイント 、できるだけ高校生が聞いたことのある言葉を使うというところにある。ただ、それによって、世間 般に誤解されている意味と混同される危険性はあるが、それ 正していく方向に進むべきであろう。　「本願
」について語る場合、 「他力本願」という言葉を中心に「他力」や「本願」を語るのであるが、誤解されて





、大谷光真氏が、 「浄土真宗では、 『念仏を称えれば救われる』よりも、 『念仏を称える身になって救われる』








































































































































































































































































































































































んでいてくださるお喚び声だと伝える方が理解されやすいのではないか、と最近感じています。 」 （大谷光真『浄土真宗のこれから』三三） 。
　　　　
〈
キ
ーワード〉
　　
宗
教
教育
　
本願
　
念仏
　
表現方法
